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論 文 内 容 の 要 旨

この論文は植物生長物質の生長素性発現に闇する化学構造上の要件を精査する目的で行なわれた結果を

記述 したものであって, 天然の植物生長物質の一つであるインドール酢酸と類似の作用を有 しているヒド

ロ-1-ナフ トエ酸類について, その類縁化合物を数多く合成 し, エンドウ茎の伸長度によって,･ それ らの

生長素性を試験 し, 化学的あるいは物理化学的手段によって明らかにした分子構造 と, 分子軌道法の計算

によって算出した反応指数とから, 現在までに主として安息香酸, フエノオキシ酢酸類の研究結果に基づ

いて提案されていた仮説を批判検討しながら, 生長素性発現に対する要件を推論 している｡

第 1童では, すでに提出されている仮説のうち代表的な二つの説, すなわち V eldstra の活性分子の立

体構造を重視するものと, M uir および H ansch のオル ト位置反応説とを紹介 し, これ らの説を検討して

いる｡ すなわち著者の属 している研究室においてすでに発見 されていた 1.2.3.4-テ トラヒドロー1-ナフ ト

ェ酸の強い生長素性の由来する構造上の特長を明らかにするために, その同族体である 1.2-ベ ンゾー1-シ

クロアルケン-3-カルボン酸類と, その閉環型 と考えられる α-アルキルフェニル酢酸類の生長素性につい

て詳細に実験 し, 両系列の相対応する炭素数の等 しい酸は同様の作用を示すが, 1･21ベンゾートシクロヘ

プテン-31カルボン酸および α-n -ブチルフェニル酢酸よりも炭素数が大きくなると生長素性が消失するこ

とを明らかにした｡ 生長素性は H L -バランスの不適当なためによっても消失するが, ここにとり扱って

いる物質群はすべてがH L -バランスについては適当であることを著者は確かめており, 紫外線吸収スペク

トルおよび分子模型か ら得 られた分子構造に関する知見から, この生長素性消失の要因は 1.2-ベンゾート

シクワアルケンー31カルボン酸類では, カルボキシル基の空間配置が不適当であるためであり, α-アルキ

ルフェニル酢酸類では側鎖の ≠かさばり'' が作用部位- の分子のはまり込みを妨害するためであると推論

した｡ カルボキシル基の配置が適当であり,しかも側鎖がかさばっていなければ,α-メチルやα-エチルーフ

ェニル酢酸のように, 1.2.3.4-テ トラヒドロナフ トエ酸と同程度の生長素性を示すことから, 脂環構造が
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生長素性発現に対 しては必ず しも重要な意味をもつものではな く, H L バ ランスが適当である限 りにおい

ては, カルボキシル基の立体配置と側鎖の大きさが重要な因子であると結論 した｡

第 2 章では, 3.4-ジヒドロートナフ トエ酸類とア トロピン酸とについて行なった 赤外線吸収スペク トル

分析の結果を述べている｡ すなわち, この両酸は二重結合とカルボキシル基およびベンゼン環との共役の

度合いはほとんど変 らないが, ア トロピン酸のβ-置換体ではベンゼン環が 二重結合に対 してね じれてい

ることを明 らかにし, その結果 β,β-ジメチルア トロピン酸が 3.4-ジヒドロナフ トエ酸類などにくらべて

生長素性が強いのは, カルボキシル基の空間配置が適当であるためと考えられ, この推論は 1.2.3.4-テ ト

ラヒドロナフ トエ酸類において得 られた結論と矛盾 しない｡ しか し, β-モノアルキルア トロピン酸では,

そのカルボキシル基の空間配置は適当であるにもかかわらず, 全 く不活性である事実は, 分子の形だけが

生長素性発現に対 して重要であるという考えは成立 しないことを示すものである｡ 分子軌道法によって,

オル ト位匿での電荷移動力の指数を算出した結果, 生長素性の順序とよく一致 したので, 著者は 77-電子

系の, ある特定位置での電荷移動コンプレックス形成能 もまた重要な因子であると推論 した｡

第 3 章では, α-アルキルフェニル酢酸類においても, 生長素性は光学対掌体問で著 しく異なることを明

らかにし, ヒドロ-1-ナフ トエ酸およびα-アルキルフェニル酢酸の生理的活性の強いほうの光学活性体は

同一の絶対配置をもつことを実験的に証明 した｡ 光学対掌体が異なった作用カを有することは受容体- の

はまり込みに際 して, α位の置換基の大きさに制限があるという, 前述の見解によって説明される｡

上述の結果を総括 して, 著者は生長素性発現のためには, 生長物質が作用部位- 到達できるような適当

な H L-バランスをもっこと, 作用部位- のはまり込みを妨害するほどに 分子0) やかさばり〟が 大きくて

はいけないこと, 作用部位- 分子をおちつかせるのに 7T電子系のある特定位置での電荷移動力が重要な役

割を演ずること, これ らがすべて満足された上で, さらにカルボキシル基が作用発現に適 した位置に存在

できるような特異的な立体配置を有することが要求せ られることを結論 している｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

植物生長物質の作用機作を解明しようとして行なわれた研究は数多 く, とくに化学構造 と生理作用との

関連性に関 して提出された仮説には, 古 くは koefli, また近年では V eldstra や M uir および H ansch の

説などがあるが, 新 しい化合物の発見にともなって, これ らの説はいずれも決定的であるとはいい難い｡

本論文の著者は新 しい一群の生長物質であるナフ トエ酸部分水素添加体に着目し, これを基本としてそ

の開環型と考えられるフェニル酢酸誘導体を数多 く合成 し, あわせてそれ らの植物生長素性について実験

を行ない, その立体構造 と生長素性の関係について検討 したところ 1.2.3.4-テ トラヒドロ-1-ナフ トエ酸

類においては V eldstra 説を肯定する結果を得たが, 3.4-ジヒドロナフ トエ酸類においては, β-モノアル

キルア トロピン酸のような V eldstra 説では説明のできない物質が存在することを新 しく兄いだし, さら

に分子軌道法によって著者が算出した指数 と生長素性の強弱の 比較から M uir および H ansch の 提唱 し

ているオル ト位置の重要性を実証することに成功 し, さらに M uir らがいうような ≠化学反応〃を考える

必要のないことを指摘 した点などは意義深いものといいうる｡

物質の有する生長素性の最終的な解明は, いわゆる生命現象の解明にあるところであり, 生化学上最大
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の問題である｡ 本論文においては, このような観点から見て, 生化学的に大きな意義を有していると考え

.られる｡

よって, 本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡

- 312 -




